
みんなで地域づくり事業提案制度（コラボ四街道）採択事業一覧（平成３１年度実施） 

 
 

団体名 
（代表者氏名） 

事業名 事業概要 
新規 
継続 

事業 
部門 

新 継 拠 地 19 

1 四街道こどもまちづくりプ
ロジェクト実行委員会 
（関口 笑子） 

四街道こどもまちづくりプ
ロジェクト 

子どもたちがつくるこどものまち、地域の人が集まるみんなでマーケット、みんなの居場所となるプレ
ーパークを同時開催し、イベント開催だけでなく準備やそれ以外の期間も含め地域の人々を繋げるきっ
かけを作る。 

 ③  ○  

2 四街道・科学未来からくり倶
楽部 
（野口 英一） 

おやこ deプログラミング事
業 

「プログラミング的思考」を育むことを目指して、親子でプログラミングを遊びながら学べる環境を提
供し、学校と家庭との連携構築の一助として活動することを目標とする。 
また、体験教室の専用コンピュータを充実し、現実のものづくりに活用されるICT技術を実感できる、
作って遊べるプログラミングに取り組む。 

 ③  ○  

3 四街道あそびっこ基地 
（竹原 糧子） 

みんなでつつみこむあたた
か居場所づくり事業『四街道
あそびっこ基地』 

四街道中学校・四街道西中学校区の空き家を活用した 
①子ども達の居場所づくり 
②子育て世代の親子の居場所づくり 
③昔遊び・自由工作・手しごとを伝える場づくり 
④居場所づくりを行うための学習会・視察 等 

 ②  ○  

4 やまなし「月見の里」づくり
の会 
（神田 美紀） 

やまなし「月見の里」づくり
事業 

協力者所有の里山（四街道市山梨地区）の整備を行い、地域・家族が集う場を作るとともに、整備に伴
う竹木その他を利用したモノづくりの場として、将来は何らかのハンデキャップをもつ人たちが、必要
とされ、集まれる場作りを行う。そして事業としての収益、働く人の収入を確保できることを目指す。 
また、市内各地にある里山の整備についても関係団体と協働で整備を行うことにより、四街道市の特徴
である優れた住環境と里山を生かしていく。 

 ②  ○  

5 ちょこっとクラブ[地域づく
り部門] 
（松浦 由紀子） 

地域交流サロン「カフェ＆プ
レイ」事業 

リフォームした空き家を利用して快適なサロンを作り、地域住人が気軽に集い憩える場所を提供し、交
流を図る。 
集い、楽しみ、思いやり、助け合いの輪を広げ、心身の健康力を高めて高齢化社会を活性化する。 

○   ○  

6 ちょこっとクラブ(拠点づく
り部門) 
（松浦 由紀子） 

地域交流サロン ちょこっ
とサロン（仮称）改修工事 

地域の住民が気軽に集い憩える快適な場所や空間を提供するために、空き家をリフォームする。 
カフェ＆プレイサロンとしてお茶を飲みながら、会話や健康マージャン、将棋、趣味の仲間など、様々
な人が集える機能を持ったスペースを創出するためのリフォームを行う。 

○  ○   

7 
 

 
 

四街道こども記者クラブ 
（両見 英世) 

中学生と作るまちのフリー
ペーパー事業 

市内中学生と、四街道市内の出来事や人物を取材した記事をフリーペーパーにまとめ、市内中学校へ通う生徒に配
布を行う。 
大人だけでなく、子どもたちに向けても、四街道市のいいところを手に届く方法で配布することで、まちへの理解
や郷土愛を育む。 

○   ○  

8 子ども商店街実行委員会 
（千脇 拓海） 

子ども商店街 in産業まつり 中学生から大学生の青少年が企画・運営し、商店のみなさんから仕入れなどの協力を得ながら交流する
ほか、小学生とまちや商店の仕組みを学ぶ。産業まつりにて「こども商店街」を開催し、産業の振興に
も貢献する。 

○     ○  

9 
 

YSGGバンド 
（小林 修) 
 

地域の絆づくりと仲間づく
りを深める事業 

音楽の演奏会「みんなで歌おう会」を通じて地域住民の親睦を深める。併せて、子どもから大人まで元
気で長生き出来るまちづくりを行う。 

○   ○  

10 

 

てとて ～つながる支援の
輪～ 
（後藤 祐紀） 

発達に課題を抱える子供の
理解と支援 

発達に課題を抱える子どもを持つ家族や支援者を対象にしたワークショップ、専門家や有識者による講
演会・公開セミナー等を開催し、主体的に考え行動が出来る市民を増やすことで、発達に課題を抱える
子供やその家族が住みやすい地域を形成する。 

○   ○  

11 
 

たろやま会 
（任海 正衛） 

自然は素晴らしい、みんなの
里山～たろやまの郷～に行
こう 

たろやまの郷の自然の豊かさをわかりやすい写真入りで紹介する冊子を作成。また、子どもから大人ま
で楽しめる自然教室等を開催する。事業を通し、市民にたろやまの郷の楽しさ、素晴らしさ、大切さを
知ってもらう。 

○   ○  

12 ハニー＆アップル 
（伊藤 恭子） 

みんなの学食プロジェクト 
 

誰もが気軽に立ち寄れる「みんなの学食」（居場所・食事・おしゃべり会）の開催。 
子ども（特に中高生）が一人でも安心して来られる食堂を目指しながら孤食を防ぎ、子育て世代（特に
母親）も気軽におしゃべりできる場としての役割も果たしていく。 

○   ○  

 

【新規・継続】新･･･新規事業、継･･･継続事業（○数字は本制度への申請回数）/【事業部門】拠･･･拠点づくり部門、地･･･地域づくり部門、19･･･アンダー19部門  


